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はじめに

遺跡物は取り扱いが難しいため，形状（特に厚みや
内部構造）、体積、密度の計測が困難であった．

産業用CT装置を利用して，遺跡物（土器）の形状、
体積を計測する．次に各数値を年代別に解析し，年
代推定への応用を検討する．さらに3Dプリンタによ
るレプリカ製作への応用を試みる．
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3次元画像を用いた計測

測定対象の決定

測定方法の検討と測定

断面イメージの出力

3次元画像の作成・切り出し・抽出

3次元画像

2値化

年代別に整理

出力できる最大解像度：
4096×4096

8bit BMP

16bit DICOM
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対象物の体積・密度計算 産業用CT装置





密度の年代別平均値(2012-2013)
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年代が新しくなるにつれ、密度は減少傾向にある。但
し、縄文晩期～弥生にかけては増加しているが、この理
由は収集した地域が岩手県滝沢市のみのため、土質や
地域性に偏りがあると考えられる。その後は徐々に製
法が確立していき、土器の混和材が減少し、密度も減
少していったと考えられる。



おわりに

• 38種類の遺跡物を産業用CT装置で計測

– 年代による体積・密度の比較とグラフ化

• 年代、地域、製法による密度変化
– 粘土に含まれる砂粒（混和材）の影響

– 製造手法の影響（野焼きと窯、手ぐねとロクロ）

• 今後の展望
– 3Dプリンタによる精巧なレプリカモデルの作製

– 土器の密度・砂粒による偽物の解析

– CT画像による粒子解析

• 砂粒の粒子割合と密度の関係
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